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滝 野 観 察 会(6月5日 札幌市)

国 兼 治 徳

6月 の 声 を 聞 く と 、 い か な 北 海 道 で も初 夏 で あ

る。 朝 、 と こ ろ に よ っ て は 小 雨 が ば ら つ い た た め 、

原 先 生 は 御 愛 用 の バ イ ク を 断 念 さ れ 、 地 ド鉄 、 バ

ス と 乗 り 継 い で 見 え られ た 。10時50分 、 渓 流 口 駐

車 場 横 の 休 憩 所 に は 、 総 勢22名 が 集 っ た,

原 先 生 の ご 挨 拶 の あ と 、 五 十 嵐 氏 の ご 案 内 で ア

シ リベ ツ の 滝 へ 向 う 。 植 栽 の キ レ ン ゲ ッ ッ ジ が 満

開 だ っ た、,観 察 会 の 最 初 の 光 栄 に よ く した 野 草 は 、

ア ブ ラ ナ 科 の コ ン ロ ン ソ ウ だ っ た 。 自 花 を つ け た

停 ま い は 楚 々 と して 美 し い 。 続 い て ク サ ノ オ 、 オ

シバ 、 ム カ ゴ イ ラ ク サ 、 ミヤ マ トウ バ ナ を 学 習 す

る 。 舗 装 さ れ た 遊 歩 道 沿 い は 、 ハ ル ニ レ 、 オ ニ グ

ル ミ、 モ イ ワ ボ ダ イ ジ ュ 、 ホ ザ キ ナ ナ カ マ ド、 オ

オ バ ボ ダ イ ジ ュ 、 サ ワ シ バ 、 イ タ ヤ カ エ デ な ど の

落 葉 広 葉 樹 が 新 緑 の 樹 冠 を な し て い る 。 又 、 林 床

に は 、 ツ ル ネ コ ノ メ ソ ウ 、 ミヤ マ ベ ニ シ ダ 、 オ オ

ベ タ ネ ツ ケ バ ナ 、 オ オ バ セ ン キ ユ ウ 、 タ チ イ ヌ ノ

フ グ リ、 コ ウ ラ イ テ ン ナ ン シ ヨ ウ 、 オ オ チ ド メな

ど が 見 ら れ た 。

ア シ リベ ツ の 滝 の 中 ほ ど に 黄 色 の 花 が 見 え た 。

双 眼 鏡 を 出Lて 代 わ る 代 わ る 眺 め て い た が 、 ど う

も オ オ バ ミゾ ホ ウ ズ キ ら し い 、 と 原 先 生 の お 話 で
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あ った。国立滝野 公園 の 目玉ア シ リベ ツの滝を見

て全員引き返す。 レス トランの近 くまで もど って

お昼とな った。

午後 はまず 不老の滝へ 向う。 ど うして不老 なの

だろう、、 しか し、誰 も明解 には答えて くれ なか っ

た。途中、あま り人の通 らない山の斜面ぞいで、

ヒメスギラン、クシロワチガ・イソウ、ナンプソウ、

コ ミヤマ カタバ ミ、ニ シキ ゴロモ、 ノ ミノフスマ

を観察 する。 クシロワチガ イソウは私 にと り生れ

て初めて 出会 った野草であ る。

次 に、鱒 見の沢へ向 う。公園内の厚別川をは さ

んで河川敷に シバザ クラが今を盛 りに咲き、道 道

御料線をはさんで見えろ山には頂 ヒ付近に赤いヤ

マツツ ジが咲 いている。 あ らため てこの公園のす

ば らしさを知 った。時間の都合 で鱒 見の滝 までは

行かずに、途中で引き返え したが、 イヌエ ンジュ
、

シ ユ ウ リザ ク ラ の 木 本 や 、 フ デ リ ン ド ゥ 、 ホ ゥ チ

ヤ ク ソ ウ 、 ヒ ト リ シ ズ カ 、 ク ル マ ユ リ、 そ し て ク

リ ン ソ ウ を 観 察 し た 。

再 び 渓 流 口 の 駐 車 場 横 に も ど り 、 原 先 生 の ご 挨

拶 が あ っ て 解 散 し た 。 天 気 も よ く 会 員 各 位 の 表 情

も 満 足 そ う で あ っ た 。
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